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次の問題１～問題 25に答えなさい。 

 

 

問題１ 選挙制度に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① 平等選挙制は一定の年齢に達した国民に参政権を認める制度であるが、女性への

参政権がはじめて認められたのはフランスである。 

② 1994 年の公職選挙法改正で連座制の規定が強化され、候補者の関係者が選挙犯罪

を行った場合、その選挙区からの立候補がその後一切できないこととなった。 

③ 比例代表制は、民意が議会の構成に比較的正確に反映される一方、小政党が乱立

し、政局が不安定になる危険性がある。 

④ 大選挙区制は、大政党に有利で勝ち負けがはっきり出る一方、議席に結びつかな

い死票が多くなる。 

⑤ 衆議院選挙では、全国を単位とする非拘束名簿式比例代表制と、都道府県単位を

基本とする選挙区選挙が併用されている。 

 

 

 

問題２ 統治機構に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① 両院が異なる議決をした場合、必ず両院協議会の協議が行われ、法律案の議決や

内閣総理大臣の任命については、衆議院の議決が優越する。 

② 国会における議案の実質的審議は、本会議以前に委員会で実施され、本会議は委

員会での審議結果の報告を受けて、議決を行う。 

③ 内閣は国会の信任に基づいて成立するが、衆議院が内閣不信任決議を議決した場

合、内閣は必ず総辞職しなければならない。 

④ 日本国憲法は、最高裁判所のみに一切の法律・命令等が憲法に違反しないかどう

かを決定する違憲審査権を付与している。 

⑤ 裁判員制度とは、一般市民が裁判員として全ての刑事事件の裁判に参加し、裁判

官と協議して被告人が有罪かどうかなどを決める仕組みである。 
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問題３ 国際連合に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① 国際連合は、第一次世界大戦後、アメリカのウィルソン大統領が提唱した平和 14

か条に基づいて創設された集団安全保障体制である。 

② 安全保障理事会は、米・英・仏・ロ・独の５常任理事国と任期５年の 10常任理事

国から構成されている。 

③ 国際連合の軍事制裁は、特別協定に基づいて加盟国から提供される兵力による国

連軍があるが、その具体例は朝鮮戦争の際に組織された朝鮮国連軍である。 

④ 国連憲章は集団安全保障を規定しているが、武力行使の例外として、国家の個別

的自衛権の行使に加えて、集団的自衛権の行使を認めている。 

⑤ 国連の平和維持活動（ＰＫＯ）は国連憲章に明文規定のある中立的で非強制的な

紛争解決方式である。 

 

 

 

問題４ 企業に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① 会社法に基づいて設立された法人を会社というが、会社には株式会社、合名会社、

合資会社の３つの種類がある。 

② 株式の所有者である株主は、株式会社が倒産した場合、債務に全責任を負う無限

責任である。 

③ 株式会社は、株式の他に社債を発行したり、金融機関から借り入れをおこなった

りするが、これらはすべて自己資本に分類される。 

④ メセナは人々の生活向上のための社会的貢献活動であるのに対して、フィランソ

ロピーは芸術・文化への支援活動である。 

⑤ 事業活動をコントロールするために、他の会社の株式を保有する持ち株会社は、

1997年の独占禁止法改正によって解禁されている。 
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問題５ 戦後の日本経済に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① ドッジ－ラインによる超均衡財政の影響で日本経済は不況に見舞われたが、1950

年に始まった朝鮮戦争による特需によって、日本経済は不況から脱却した。 

② 1960年に鳩山一郎内閣は「国民所得倍増計画」を発表し、1968年には、日本の国

民総生産（ＧＮＰ）がアメリカ、西ドイツに次ぐ資本主義国第３位となった。 

③ 1973 年度には第一次石油危機で原油価格が４倍以上にも上昇したため、工場生産

が滞って不況となり、激しいデフレに見舞われた。 

④ 1985 年、アメリカの貿易収支改善のため、Ｇ７がドル安を是正する協調介入を行

うことで合意した。 

⑤ 1990 年代後半、政府は国鉄・電信電話・専売の３公社の民営化などの行財政改革

を実施し、「民間活力」の導入を目指して規制緩和を進めた。 

 

 

 

問題６ 消費者問題に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① 安全である権利、知らされる権利、選択できる権利、意見が反映される権利の 

「４つの権利」は、1960年代にアメリカのニクソン大統領が提唱した。 

② 1968 年に消費者保護基本法が制定され、消費者の利益と安全を守るための施策が

とられるようになった。 

③ 1995 年に制定された製造物責任法（ＰＬ法）では、消費者が企業の過失を立証す

ることで、損害賠償が受けられるようになった。 

④ 訪問販売などの特定の商取引に関しては、グリーンコンシューマー制度により、

ある一定期間であれば無条件に契約を解除することができる。 

⑤ 大量生産・大量消費の見直しが求められる中、環境に配慮した商品を選択するクー

リングオフの視点も求められるようになってきている。 
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問題７ 2022 年 6 月に開催されたＧ７エルマウ・サミットの首脳声明として、妥当なもの

はどれか。 

 

① 地球温暖化に関しては、現在の世界全体の取組が、パリ協定の目標を達成するの

に十分であることが確認された。 

② 北朝鮮による継続的かつ不法な弾道ミサイル発射実験を非難し、核不拡散体制の

礎石として、核兵器禁止条約の権威と優越性が強調された。 

③ ロシアに対して、国際刑事裁判所による法的拘束力のある命令に直ちに従うこと

が求められた。 

④ 自由で開かれたインド太平洋を維持することの重要性が改めて表明され、東シナ

海及び南シナ海における状況に深刻な懸念が表明された。 

⑤ ラオスにおける軍事クーデタを最も強い言葉で非難し、政治、人道及び人権状況

に深刻な懸念が表明された。 

 

 

 

問題８ 2022年 7月に行われた第 26回参議院議員通常選挙として、妥当なものはどれか。 

 

① 自民党、公明党の与党で 76 議席を獲得したが、改選過半数を確保できなかった。 

② 憲法改正に前向きな改憲勢力の議席は国会発議に必要な３分の２を上回った。 

③ 野党では立憲民主党が改選議席を上回る一方、日本維新の会はそれを下回った。 

④ 選挙区の投票率は 52.05％となり、前回 2019年選挙のそれを下回った。 

⑤ 期日前投票者数は約 1961万人となり、前回 2019年選挙のそれを下回った。 
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問題９ 河川が形成する地形に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① 河川は山地を削り、土砂を運搬して平野をつくる。日本の平野の多くは、このよ

うに河川が山地を削ってできた侵食平野である。 

② 河川が山地から平野に出るところでは扇状地が形成される。扇状地の中央部は細

かい粘土などが堆積するため水田に利用されることが多い。 

③ 河川の氾濫時にあふれた砂が河岸に堆積して形成されるのが後背湿地である。後

背湿地は周辺よりも土地が高いため、畑作に利用されてきた。 

④ 土地の勾配がゆるやかなところでは河川が蛇行する。蛇行が激しくなると屈曲し

た部分が切り取られて河岸段丘となる。 

⑤ 大きな河川が流れる平野部では、河口部に三角州（デルタ）が形成される。三角

州には都市が発達しやすいが、洪水や高潮などの災害への注意が必要である。 

 

 

 

問題 10 イスラーム世界に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① ７世紀のアラビア半島では、ムハンマドが神の啓示を受けた預言者であると自覚

し、アッラーを頂点とする神々への信仰を説くイスラーム教を創始した。 

② イスラーム教徒は異教徒との戦いをヒジュラ（聖戦）と称し、盛んに征服活動を

展開したが、その支配は中央アジアには及ばなかった。 

③ 第４代カリフのアリーの暗殺を機にシリアにムガル朝がたてられ、ムガル朝カリ

フの正当性をめぐって多数派のシーア派と少数派のスンナ派とに分裂した。 

④ ８世紀に成立したアッバース朝の都バグダードは、人口 100 万人を超える大都市

に成長し、国際交易やイスラーム文化の中心として繁栄した。 

⑤ 13世紀末にトルコにたてられたオスマン帝国は 1453年にウィーンを攻略して神聖

ローマ帝国を滅ぼし、東西交易路の拠点を支配するに至った。 
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問題 11 世界恐慌後の世界に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① アメリカでは、フランクリン＝ルーズベルトがニューフロンティア政策を採用し、

政府が経済活動に一切介入せず、自由放任政策を実行することで、企業の経済活

動の活性化を図った。 

② イギリスは、オタワ会議を開催し、イギリス連邦外の商品には高い関税をかけ、

広大な植民地や自治領との間に排他的なブロック経済圏をつくることで恐慌の克

服を図ろうとした。 

③ 世界恐慌の影響をほとんど受けなかったイタリアでは、ムッソリーニの下、経済

５カ年計画が実施され。農業の集団化などが進められるとともに、工業生産が大

きく伸びた。 

④ ドイツでは失業者が急増する中で共産党と提携して労働組合運動を支援したナチ

スが勢力を拡大し、1932 年に党首のヒトラーが首相となると、行政府に立法権を

ゆだねる全権委任法を制定した。 

⑤ スペインではフランコ独裁政権が誕生したが、人民戦線が中心となって政府に抵

抗し、スペイン内戦となった。イギリスやフランスはこの内戦に積極的に介入し、

フランコ独裁政権を打破することに成功した。 

 

 

問題 12 江戸時代の統治体制に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① 徳川家康は将軍職を子の秀忠に譲り、将軍職を徳川家が世襲することを示すとと

もに、大坂の陣で豊臣氏を滅ぼすと、一国一城令や武家諸法度、禁中並公家中諸

法度を次々に制定した。 

② 大名は徳川将軍との血縁や主従関係のあり方で、親藩・譜代・外様の３つに分か

れており、関ケ原の戦いの後に徳川家に従った外様は監視がしやすいように江戸

周辺に配置された。 

③ 徳川家光は武家諸法度を改定し、大名に江戸居住を義務付け、国元と江戸とを３

年ごとに往復させる参勤交代制を定めた。大名の移動にかかる費用は幕府が負担

したため、次第に幕府財政を圧迫することとなった。 

④ 幕府の政治機構として、幕府の政務全体を統括する大老、それを補佐する老中、

大名を監督する大目付などがおかれ、京都には朝廷の統制と西国大名の監督にあ

たる京都守護職がおかれた。 

⑤ 外来宗教であるキリスト教と、中世に大きな力をもっていた寺社への対策が幕府

の重要な課題となり、キリスト教を禁止するとともに、仏教に対しても寺請制度

の廃止などを実施した。  
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問題 13 1930～40年代にかけての日本をめぐる状況に関する記述として、妥当なものはど

れか。 

 

① 1936 年には陸軍の青年将校らが首相官邸を襲い、犬養首相を殺害する二・二六事

件が起こった。この結果、政党政治が崩壊し、軍部の発言権が増大した。 

② 1937 年に関東軍が柳条湖で満鉄線路を爆破し、これを中国軍のしわざとして軍事

行動を開始し、宣戦布告をしないまま、日中戦争がはじまった。 

③ 日中戦争が全面化する中、1938 年には国家総動員法が制定され、政府は議会の承

認なしに、労働力・物資・出版など国民生活全体を統制する権限を得た。 

④ 日本の敗戦が濃厚になった 1945年には、米軍が東京に上陸し、大規模な地上戦が

展開された結果、非戦闘員の犠牲者は約 10万人にも及んだ。 

⑤ 1945 年 7 月に日本の戦後処理方針と日本の軍隊の無条件降伏を勧告するポツダム

宣言が発表されると、日本はただちに御前会議を開いてこれを受諾した。 

 

 

 

問題 14 次の文は、児童の権利条約に関する文章である。文中の空欄（ Ａ ）から（ Ｃ ）

に当てはまる語句の最も適切な組み合わせはどれか。 

 

「児童の権利に関する条約」は、世界の多くの児童（児童については（ Ａ ）の

すべての者と定義）が、今日なお、飢え、貧困等の困難な状況におかれていることに

かんがみ、世界的な観点から児童の人権の尊重、保護の促進を目指したものです。 

本条約は、（ Ｂ ）を基本理念に掲げる日本国憲法、教育基本法と軸を一にするも

のであり、児童の人権に十分配慮し、一人一人を大切にした教育が行われることが求

められています。 

「児童の権利に関する条約」には、生命に対する権利や家族から分離されない権利

のほか、日本国憲法に定めのある表現の自由や思想、良心及び宗教の自由についての

権利のほか、（ Ｃ ）権利が規定されている。 

 

    Ａ       Ｂ          Ｃ 

① 18歳未満  学問の自由     労働により報酬を得る 

② 18歳未満  基本的人権の尊重  意見を表明する 

③ 18歳以下  基本的人権の尊重  労働により報酬を得る 

④ 20歳未満  学問の自由     意見を表明する 

⑤ 20歳未満  基本的人権の尊重  労働により報酬を得る 
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問題 15 3で割ると 1余り、7で割ると 1余る整数のうちで 100に最も近い数の各桁の数の

和として、妥当なものはどれか。 

 

①  6 

②  7 

③  8 

④  9 

⑤ 10 

 

 

 

問題 16  1400×Ａ  が自然数となる、整数Ａの最小の値として、妥当なものはどれか。 

 

① 10 

② 12 

③ 14 

④ 16 

⑤ 18 

 

 

 

問題 17 物質には、固体、液体、気体の 3 つの状態があり、これらを物質の三態という。

固体が液体を経ることなく、直接気体になる現象を表すものとして、妥当なものは

どれか。 

 

① 融解 

② 蒸発 

③ 沸騰 

④ 凝縮 

⑤ 昇華 
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問題 18 細胞とエネルギーに関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① 生物には、細胞 1 個からなる単細胞生物と、多数の細胞からなる多細胞生物があ

る。 

② 葉緑体は、酸素を消費して呼吸を行う細胞小器官であり、青色や紫色の色素クロ

ロフィルを含んでいる。 

③ ミトコンドリアは、光エネルギーを用いて、酸素と水から有機物を合成する光合

成を行っている。 

④ 核は、遺伝情報を担う物質であるＡＴＰを含んでおり、一般に、細胞内に複数存

在する。 

⑤ 細胞における生命活動には、ＤＮＡという物質がそのエネルギーとして利用され

ている。 

 

 

 

問題 19 地震とその災害に関する記述として、妥当なものはどれか。 

 

① 地震の規模を表す震度は、地震のエネルギーを示しており、震度が 1 大きくなる

と地震のエネルギーは約 10倍になる。 

② マグニチュードは、それぞれの地点での地震の揺れの強さを表しており、日本で

は気象庁により 1 ～ 5の 5階級に分けられている。 

③ 地震波には、速度が速いＰ波と速度が遅いＳ波とがあり、Ｐ波が到着してからＳ

波が到着するまでの時間を初期微動継続時間という。 

④ 地球の表面を覆っている厚さ数十 ～ 200 km 程度の岩石の板状の部分をマントルと

いい、日本付近には 4つのマントルがある。 

⑤ 岩盤に力が加わるとそれが割れてずれることによってエネルギーが解放され、地

震が発生する。このずれをしゅう曲という。 
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問題 20 次の     に続くＡ～Ｅの文を並べ替えると意味の通った文章になるが、その順

序として、最も妥当なものはどれか。 

 

臨床心理学や精神分析は、悩んでいる人や心の病に苦しむ人に対する援助

という極めて実際的な目標をもって生じてきた。 

 

Ａ そのなかで、フロイトの提出した性心理的な発達段階の考えは、ながい間心理

療法に従事する多くの人に受けいれられてきた。 

Ｂ そこで最初のうちは、そのような悩みや病の「原因」を探ろうとする考えが強

かったのも当然である。 

Ｃ 他方、ユングはフロイトやその他の心理療法家が会っているのとは別種の人た

ちに会っていた。ユングは「大部分の私の患者は社会的によく適応し、傑出し

た能力を持っていることも多く、正常化など何の意味も持たなかった」と言っ

ている。従って、このような人に対して、正常な発達モデルからどれほどズレ

ているかなどということを話題にしても、はじまらないのである。 

Ｄ そこで、人間の心の発達段階とそれに相応する課題を考え、そのような発達の

モデルに従って人間を見ることが考え出された。 

Ｅ 原因究明をなそうと努力しているうちにわかってきたことは、人間が生まれて

から成人になるまでに、段階的に成し遂げねばならない心の課題があり、それ

を成さずに年齢のみ大きくなると、し残した課題をめぐって、いろいろ心の問

題が生じてくる、ということであった。 

河合隼雄『生と死の接点』より 

 

① Ａ－Ｃ－Ｄ－Ｂ－Ｅ 

② Ａ－Ｃ－Ｂ－Ｅ－Ｄ 

③ Ｂ－Ａ－Ｃ－Ｄ－Ｅ 

④ Ｂ－Ｅ－Ｄ－Ａ－Ｃ 

⑤ Ｅ－Ａ－Ｄ－Ｃ－Ｂ 
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問題 21 下の英文Ａに対する答えが英文Ｂになるようにするとき、空欄  a  、 b  に入

れる語句の組合せとして、最も適当なものはどれか？ 

 

A： What  a  are you going to study? 

B： I want to  b  in economics. 

 

a： ア subject イ part  ウ object 

b： エ major オ study カ learn 

 

① アとエ 

② アとオ 

③ イとカ 

④ ウとエ 

⑤ ウとオ 
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問題 22 次の英文の筆者が言っていることとして、最も妥当なものはどれか。 

In London, a famously rainy city, no one used an umbrella until the mid-18th 

century. 

A children’s picture book titled “Jonas Hanway’s *Scurrilous, *Scandalous, 

*Shockingly *Sensational Umbrella” vividly portrays a *stubbornly eccentric man 

whom society frowned upon for walking around the city in the rain under an 

umbrella. 

Using an umbrella in the rain seems a perfectly natural act. 

However, people would use this type of portable shade only for protection from 

the sun back in those days. 

In ancient times, such a device was used to enhance the authority of rulers. 

Women had also used similar instruments as accessories since the early modern 

period. 

Hanway, a British businessman, was ridiculed for using an umbrella for 

protection from the rain. 

*Unfazed, he continued using an umbrella in the rain for 30 years, helping 

popularize the practice. 

I wondered how things are now in London regarding umbrellas and found 

through personal connections a Japanese woman who has been living there for 24 

years. 

“Londoners are surprisingly unwilling to use an umbrella,” she said. “Many 

prefer wearing a raincoat and walk without an umbrella, even in a downpour.” 

Umbrellas are just a *nuisance for London citizens apparently because they are 

useless for protecting them from drizzling rain coming from the sides and 

underneath. 

（注）*Scurrilous: 下品な  *Scandalous: 恥ずべき  *Shockingly: ひどく 

   *Sensational: 人騒がせな  *stubbornly: 頑固に  *Unfazed: ひるまない 

   *nuisance: じゃま   

（出典 The Asahi Shimbun Asia & Japan Watch, June 13, 2022．） 

（承認番号 23-1396 朝日新聞社に無断で転載することを禁じる） 

 

① ロンドンでは 18世紀半ばまで誰も傘を使っておらず、傘を使うと罰金がとられた。 

② 現在でもロンドン市民は傘をさしたがらず、レインコートを着ている人が多い。 

③ ジョナス・ハンウェイは雨の日に傘を 30年間使い続けたことで、表彰された。 

④ 霧雨から身を守るのが難しいので、ロンドン市民はそもそも雨の日は外出しない。 

⑤ ロンドンでの傘の不人気は、傘の値段が高く、雨もすぐにやむことに由来する。  
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問題 23 Ａ～Ｄの 4 人はリンゴ、オレンジ、バナナ、マンゴー、キウイの 5 つの果実のう

ち 2 つ以上を選んでミックスジュースをつくることにした。リンゴを選んだのは 3

人、オレンジ、バナナ、マンゴーを選んだのはそれぞれ 2 人ずつ、キウイを選んだ

のは 1人であった。次のことが分かっているとき確実にいえるのはどれか。 

 

ア Ａは 3つの果実を選んだが、マンゴーは選んでいない。 

イ Ｄはキウイを選んでいない。 

ウ ＢとＣが共通して選んだのはオレンジだけであった。 

エ ＡとＢは 1つだけ同じ果実を選んだ。 

オ Ａ、Ｂ、Ｄの 3人全てに共通する果実はなかった。  

 

① Ａはバナナを選ばなかった。 

② Ｂはリンゴを選んだ。 

③ ＢはＤと同じ果実を選ばなかった。 

④ Ｄはマンゴーを選んだ。 

⑤ ＡとＤは同じ果実を選ばなかった。 

 

 

 

問題 24 2500 円の商品を仕入れ、仕入額の 20 ％増しの定価をつけたが売れなかったので、

定価の 12 ％引きにしたら売れた。このときの利益として妥当なものはどれか。 

 

① 120円 

② 140円 

③ 160円 

④ 180円 

⑤ 200円 

 

  



- 14 - 

問題 25 次の表は、系列店であるＡ～Ｄの 4 店の 2016 年～2020 年の売上額を、2015 年を

100としたときの指数で表したものである。この表から確実にいえるものとして、妥

当なものはどれか。 

 

 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 

Ａ店  93  99 113 101 115 

Ｂ店 102 104 109 114 119 

Ｃ店 106 102  98 131 127 

Ｄ店 106 118 125 130 124 

 

① Ａ店の 2018年の売上額の対前年増加率は、Ｄ店の 2019年のそれより低い。 

② Ｂ店の 2016年の売上額とＣ店の 2017年の売上額は、ほぼ等しい。 

③ 5年間で最も売上額が多かったのは、2019年のＣ店である。 

④ 2019年において、Ｄ店の売上額は、Ａ店の売上額の約 1.2倍である。 

⑤ 2016 年から 2020 年において、Ｂ店の売上額の対前年増加率が最も高いのは 2018

年である。 

 


